
ご
協
力
に
よ
り
、
２
箇
所
の
個
人

所
有
の
井
戸
を
「
災
害
時
協
力
井

戸
」
と
し
て
松
本
市
に
登
録
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
災
害
時
に

は
誰
で
も
使
用
で
き
る
貴
重
な
水

源
と
な
り
ま
す
。
今
年
６
月
１
日

に
予
定
し
て
い
る
梅
ヶ
枝
町
会
の

防
災
避
難
訓
練
は
、
断
水
・
停
電

が
同
時
に
発
生
し
た
場
合
の
水
の

確
保
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。
第
二
地
区
公
民
館
の
非
常

用
発
電
機
を
用
い
て
、「
災
害
時

協
力
井
戸
」
か
ら
水
を
汲
み
上
げ

る
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

能
登
半
島
地
震
で
は
広
範
囲
に

亘
る
断
水
が
２
ヶ
月
以
上
続
き
、

生
活
用
水
の
確
保
が
大
き
な
課
題

と
な
り
ま
し
た
。「
備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し
」
で
す
。
地
域
全
体
で

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
一
歩
一
歩
着
実
に
防
災
対
策

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

我
が
町
「
中
条
東
第
二
町
会
」

に
は
、
お
稲
荷
さ
ん
と
町
内
公
民

館
が
あ
り
ま
す
。
お
稲
荷
さ
ん
は

い
つ
も
町
内
を
見
守
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
春
と
秋
の
年
２
回
、
例

祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

野
菜
や
お
酒
な
ど
を
お
供
え
し
神

主
さ
ん
に
祝
詞
を
唱
え
て
い
た
だ

　

近
年
、
地
震
へ
の
備
え
が
ま
す

ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
４

月
18
日
の
夜
間
に
は
市
内
で
震
度

４
と
震
度
３
の
地
震
が
あ
り
、
余

震
も
頻
発
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の

ま
ち
・
松
本
市
に
は
地
下
に
牛
伏

寺
断
層
が
存
在
し
、
専
門
家
か
ら

巨
大
地
震
発
生
の
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

牛
伏
寺
断
層
は
過
去
に
約
千
年

の
周
期
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
ク

ラ
ス
の
巨
大
地
震
を
引
き
起
こ
し

て
き
ま
し
た
。
前
回
の
地
震
か
ら

約
千
二
百
年
が
経
過
し
て
お
り
、

い
つ
地
震
が
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
で
す
。
過
去
の
地
震

で
は
最
大
で
上
下
6
･
5
メ
ー
ト

ル
、
水
平
14
メ
ー
ト
ル
も
の
断
層

の
ず
れ
が
発
生
し
た
痕
跡
が
残
っ

て
い
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

発
生
よ
り
も
前
に
牛
伏
寺
断
層

に
よ
る
地
震
が
起
こ
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
て

お
り
、
決
し

て
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ

ん
。
万
が
一

の
事
態
に
備

え
、
町
会
全

体
で
防
災
意

識
を
高
め
、

日
頃
か
ら
準

備
を
進
め
て

い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
は
町

内
の
皆
様
の

き
参
加
者
が
そ
れ
ぞ

れ
参
拝
し
ま
す
。
い

つ
も
十
数
人
の
町
内

の
方
が
参
加
さ
れ
ま

す
。
神
事
の
後
は
直

会
で
す
。
以
前
は
各

家
庭
よ
り
一
品
ず
つ

持
ち
寄
り
公
民
館
で

お
酒
を
酌
み
交
わ
す

な
ど
懇
親
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
以
降
は
、

お
弁
当
を
持
ち
帰
り

各
家
庭
で
頂
い
て
い

ま
す
。

　

稲
荷
社
の
前
に
建

て
ら
れ
て
い
た
赤
い

鳥
居
は
、
経
年
劣
化

で
危
険
な
為
に
昨
年

の
秋
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
30

年
程
前
に
は
、
鳥
居
の
前
に
鉄
棒

が
設
置
さ
れ
て
い
て
小
さ
な
遊
び

場
で
し
た
が
、
現
在
は
貸
駐
車
場

と
な
り
、
町
会
運
営
費
の
貴
重
な

収
入
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
稲
荷
社
と
同
じ
敷
地
内
に

建
っ
て
い
る
の
が
「
中
条
東
第
ニ

公
民
館
」
で
す
。
年
季
の
入
っ
た

建
物
で
、
和
室
が
２
室
と
小
さ
な

台
所
が
あ
り
、
新
年
会
や
総
会
な

ど
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
が
、

年
々
使
用
す
る
機
会
も
減
っ
て
い

る
気
が
し
ま
す
。
子
供
達
が
使
っ

て
い
た
青
山
様
の
御
神
輿
も
公
民

館
の
物
置
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
で

す
。

　

先
日
の
総
会
で
は
将
来
の
公
民

館
解
体
時
の
費
用
の
負
担
が
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
町
会
役

員
の
な
り
手
不
足
と
共
に
、
受
け

継
が
れ
て
き
た
行
事
や
建
物
を
ど

の
様
に
伝
え
て
い
け
る
の
か
？
そ

ん
な
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

春
に
は
お
稲
荷
さ
ん
横
の
桜
、

夏
に
は
薄
川
の
花
火
や
せ
せ
ら

ぎ
、
秋
に
は
ご
近
所
の
方
か
ら
本

庄
一
丁
目
産4

の
柿
が
届
き
ま
す
。

街
な
か
に
居
な
が
ら
に
し
て
四
季

折
々
に
私
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。
中
条
東
第
二
町
会
は
、
と

て
も
良
い
所
で
す
。

中条東第二町会を見守る熊鷹稲荷神社

昨年12月に行われた地震体験車による地震体験訓練

ひ
し
ひ
し
と
迫
り
来
る

　
　
巨
大
地
震
に
備
え
て

お
稲
荷
さ
ん
と
公
民
館

梅
ヶ
枝
町
町
会
防
災
部
長　

百
瀬 
隆
夫

　

上
條 

千
枝
子

中
条
東
第
二
町
会
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二
度
な
い
人
生
だ
か
ら

一
輪
の
花
に
も

無
限
の
愛
を

そ
そ
い
で
ゆ
こ
う

一
羽
の
鳥
の
声
に
も

無
心
の
耳
を

か
た
む
け
て
ゆ
こ
う

　

こ
れ
は
坂
村
真
民
の
詩
の
一
節

で
あ
る
。
こ
の
詩
を
も
と
に
「
身

近
な
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
気
づ

き
な
が
ら
日
々
命
を
大
事
に
生
き

て
い
こ
う
」
と
生
徒
に
語
っ
た
。

　

私
自
身
は
し
が
ら
み
の
中
で
押

し
寄
せ
る
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
ゆ
と

り
が
無
く
な
り
、
ス
ト
レ
ス
に
よ

り
体
調
不
良
に
も
陥
っ
て
い
た
。

　

職
を
退
い
た
ら
、
命
あ
る
限
り

自
由
に
生
き
よ
う
〝
二
度
と
な
い

人
生
だ
か
ら
〟
第
二
の
人
生
ぐ
ら

い
は
！

　

季
節
と
共
に
、
梅
の
花
が
咲
き

風
に
舞
い
散
り
、
雀
が
木
々
の
間

を
自
由
に
飛
び
交
う
。
猫
が
我
物

顔
に
他
人
の
庭
に
遊
び
石
灯
籠
の

上
に
寝
そ
べ
り
こ
ち
ら
を
見
て
い

る
。
花
を
愛
で
鳥
の
鳴
き
声
を
聞

き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
過
ご
そ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
つ
の
間
に

か
〝
す
す
き
川
〟
に
ど
っ
ぷ
り
浸

か
っ
て
い
る
。
流
れ
に
逆
ら
え
ば

逆
ら
う
ほ
ど
に
逃
れ
ら
れ
な
い
し

が
ら
み
に
は
ま
り
込
ん
で
ゆ
く
。

そ
れ
で
も
二
度
と
な
い
人
生
だ
か

ら
、
最
期
に
良
か
っ
た
と
振
り
返

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。�

（
村
上
）

お
詫
び

　

だ
い
に
ち
く
第
１
６
２
号

で
の
小
穴
真
一
さ
ん
（
常
盤

町
町
会
）
の
『
任
意
団
体
』

に
お
い
て
、
ご
本
人
の
承
諾

な
く
引
用
で
な
い
箇
所
を
引

用
文
と
し
て
編
集
し
掲
載
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
こ
に

お
詫
び
し
ま
す
。

第
二
地
区
公
民
館

　

令
和
７
年
４
月
現
在
の
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
・
福
祉
ひ
ろ
ば
・

公
民
館
の
職
員
体
制
で
す
。

　

第
二
地
区
に
は
松
本
市
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
地
区
担
当
の
生
活

支
援
員
が
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
併
せ
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

▼
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長�

金
田　

光
弘

▼
福
祉
ひ
ろ
ば

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー�

小
澤
麻
由
美

▼
第
二
地
区
生
活
支
援
員

�

中
島　

雅
子

▼
公
民
館

館
長　
　
　
　

�

早
坂　

義
導

主
事
（
係
長
）�

栗
田　

幸
信

事
務
員　
　
　

�

小
笠
原
利
恵

　

〃　
　
　
　
　
　

�

竹
内　

早
苗

● 

第
二
地
区
職
員
の
紹
介

　

２
年
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
皆
様
の
生
活
を
お
支
え
し
、

地
域
課
題
に
取
り
組
め
て
い
る
の

か
、
不
安
な
毎
日
で
し
た
が
、
皆
様

か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
心
の
支
え

に
、
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
と
の
思
い
出
は
、
全
て
大
切
な

宝
物
で
す
。

　

『
い
つ
も
元
気
で
ニ
コ
ニ
コ
と
』

優
し
い
笑
顔
で
、
ず
っ
と
元
気
で
い

て
く
だ
さ
い
。
感
謝
を
込
め
て
、

〝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〟

第二地区
地域づくりセンター

前センター長

臼 井   美 保

第二地区
地域づくりセンター

センター長

金 田   光 弘

退
任
セ
ン
タ
ー
長
挨
拶

 

■ 

町
内
公
民
館
長�

（
◎
会
長　

○
同
副
）

南
源
地　
　
　
　
　

茅
野　

俊
幸

北
源
地　
　
　
　

○
牛
丸　

一
利

宮
村
町
１
丁
目　
　

手
塚　

勝
彦

宮
村
町
２
丁
目　
　

廣
田　

純
子

梅
ヶ
枝
町　
　
　
　

降
籏　

勝
一

長
沢
町　
　
　
　
　

細
田　

良
子

錦　

町　
　
　
　
　

清
水　

末
子

栄　

町　
　
　
　
　

柳
沢　

慎
吾

常
盤
町　
　
　
　

○
市
川　

英
夫

向　

島　
　
　
　
　

永
田　

洋
子

天
神
南
小
池
町　
　

横
山　

和
明

飯
田
町
１
丁
目　
　

林　
　
　

真

飯
田
町
２
丁
目　
　

村
上　

圭
子

小
池
町　
　
　
　

◎
鴻
田　

益
孝

中
条
東
第
１　
　
　

武
井　

一
幸

中
条
東
第
２　
　
　

上
條
千
枝
子

中
条
東
第
３　
　
　

青
柳　

和
代

中
条
東
第
４　
　
　

小
笠
原
利
恵

 

■ 
福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会

会　

長　
　
　
　
　

太
田　

賀
夫

副
会
長　
　
　
　
　

井
上
真
由
巳

　

〃　
　
　
　
　
　

千
田　

圭
子

会　

計　
　
　
　
　

丸
山　

悦
雄

 

■ 

公
民
館
五
部
門
委
員

　

（
運
営
委
員
、
館
報
編
集
委
員
、

　

図
書
視
聴
覚
委
員
、
体
育
委
員
、

　

文
化
委
員
）

　

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　  

■ 

町
会
長�

（
◎
町
会
連
合
会
長　

〇
同
副
）

南
源
地　
　
　
　
　

三
村　

隆
彦

北
源
地　
　
　
　
　

大
野　

貴
由

宮
村
町
１
丁
目　
　

伴　
　

吉
宏

宮
村
町
２
丁
目　
　

丸
山　

悦
雄

梅
ヶ
枝
町　
　
　
　

横
山　
　

徹

長
沢
町　
　
　
　
　

太
田　

賀
夫

錦　

町　
　
　
　
　

大
澤　

一
夫

栄　

町　
　
　
　
　

大
久
保
庸
夫

常
盤
町　
　
　
　
　

寺
嶋　
　

修

向　

島　
　
　
　

◎
上
條　

一
茂

天
神
南
小
池
町　
　

横
山
和
日
光

飯
田
町
１
丁
目　
　

大
野　

幸
司

飯
田
町
２
丁
目　

〇
村
上　

重
義

小
池
町　
　
　
　
　

宮
澤　

泰
也

中
条
東
第
１　
　
　

西
村　

好
寛

中
条
東
第
２　
　
　

西　
　

寿
久

中
条
東
第
３　
　

〇
青
柳　
　

茂

中
条
東
第
４　
　
　

上
兼　

誠
市

新
町
会
長
紹
介飯田町１丁目

大野 幸司

　

こ
の
４
月
に
第
二
地
区
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
長
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
。
第
二
地
区
は
松
本
駅
か
ら
も
近

く
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち
並
ぶ

マ
チ
場
で
あ
り
な
が
ら
源
智
の
井
戸

や
深
志
神
社
な
ど
歴
史
や
文
化
の
香

り
が
漂
う
と
こ
ろ
が
魅
力
的
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
尽
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

新
任
セ
ン
タ
ー
長
挨
拶

令
和
７
年
度

地

第

役
区

ニ

員
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